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4.1.1-1

４．１．１ 得意先マスター登録

始めに、各マスターメンテナンスでの共通事項を記載しています。

(1) 機能選択

(a) 画面

始めに、どの機能を実行するかを選択します。上記のボタンをクリックするか、Ｆ１～Ｆ４

を押して下さい。新規登録の画面では、［登録］だけが表示されています。

(b) 操作手順

① 機能を選択する

１．登録 ・・・新しいデータを登録する。

(2) データの登録

(a) 画面

(b) 操作手順

① 得意先コードを入力します。

・登録時、すでに同一のコードが登録されていると、その旨メッセージが表示されます。

② それぞれの項目にデータを入力して下さい。

25/04/09

得意先ﾏｽﾀｰ登録



4.1.1-2

・漢字で、入力すべき項目にカーソルが入ると、カーソルの大きさが、それまでの２倍になり

ます。この場合は、「全角」または「かな漢字変換」入力のモードで入力する必要がありま

す。

・数字の項目で、数字しか入れられない場合は、カーソルは、項目の右端に止まります。

電卓のようにそのまま入力して下さい。

数字以外のキーを押すと、「ピー」という音がして、入力できません。

・項目の移動は、Enter

End を押すと、［確認］が表示されて、画面の入力は終了したものとみなされます。

③ 目的に応じて、以下の機能を呼び出して下さい。

販売管理を行う場合は、．．．．．．．．．．．［販売管理］

リースマスタの確認／登録を行う場合は、．．．［設備／ﾘｰｽ登録］

ＬＰＧ容器の配送管理を行う場合は、．．．．．［供給基本登録］

口座振替を行う場合は、．．．．．．．．．．．［自振登録］

ＤＭ送付先などの補助データを登録する場合は、［補助マスタ登録］

保証金の登録を行うには、．．．．．．．．．．［保証金登録］

下位の画面から基本画面に戻るときは、［戻る］または、「Ｆ１」キーを押します。

③ 確認

ファンクション・キーで、次の処置を行います。

・Ｆ１（「訂正」「戻り」） ：１つ前の入力状態に戻ります。

まちがって、「完了」を押した場合に有効です。

・Ｆ９（「ＹＥＳ」） ：登録の場合は、新しくデータを登録します。

更新の場合は、データを新しいものと置き換えます。

削除の場合は、データを抹消します。

参照の場合は、データは何も変化しません。

・Ｆ１１（「ＮＯ」） ：何も処理されません。

・Ｆ２（「次」） ：「ＹＥＳ」と同じ処理を行って、次のコードに進みます。

同じような内容のデータを登録するときに有効です。

● 各項目の詳細については、「マスター記入要領」を参照して下さい。

25/04/09
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4.1.2-1

４．１．２ 得意先マスター更新

登録されている得意先の内容変更を行います。

得意先を解約、あるいは、コードの変更を行いたい場合は、

「解約マスターの作成」プログラムを使用します。

(1) 機能選択

(a) 画面

始めに、どの機能を実行するかを選択します。上記のボタンをクリックするか、Ｆ１～Ｆ４

を押して下さい。更新の画面では、［更新］［削除］［参照］だけが表示されています。

(b) 操作手順

① 機能を選択する

２．変更 ・・・登録したデータの内容を変更する。

３．削除 ・・・登録したデータを削除する。

４．問合わせ・・・登録したデータを参照する。

(2) データの登録

(a) 画面

(b) 操作手順

① 得意先コードを入力します。

25/04/09
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4.1.2-2

・更新、削除、参照のとき、指定のコードが登録されていなければ、その旨メッセージが表示

されます。

・削除は、残高があったり、容器が取り付けられていると実行できません。また、削除を

行っても、データはすぐに消えるわけではなく、月次更新時にまとめて消去します。

従って、同月内では、同じコードを再利用することはできません。

得意先コードは，データベースに余裕があるならば、なるべく消さないで、「解約マスター

作成」プログラムで、別番号にして保管するとよいでしょう。

② それぞれの項目にデータを入力して下さい。

・漢字で、入力すべき項目にカーソルが入ると、カーソルの大きさが、それまでの２倍になり

ます。この場合は、「全角」または「かな漢字変換」入力のモードで入力する必要がありま

す。

・数字の項目で、数字しか入れられない場合は、カーソルは、項目の右端に止まります。

電卓のようにそのまま入力して下さい。

数字以外のキーを押すと、「ピー」という音がして、入力できません。

・項目の移動は、Enter

End を押すと、［確認］が表示されて、画面の入力は終了したものとみなされます。

③ 目的に応じて、以下の機能を呼び出して下さい。

販売管理を行う場合は、．．．．．．．．．．．［販売管理］

リースマスタの確認／登録を行う場合は、．．．［設備／ﾘｰｽ登録］

ＬＰＧ容器の配送管理を行う場合は、．．．．．［供給基本登録］

口座振替を行う場合は、．．．．．．．．．．．［自振登録］

ＤＭ送付先などの補助データを登録する場合は、［補助マスタ登録］

保証金の登録を行うには、．．．．．．．．．．［保証金登録］

下位の画面から基本画面に戻るときは、［戻る］または、「Ｆ１」キーを押します。

③ 確認

ファンクション・キーで、次の処置を行います。

・Ｆ１（「訂正」「戻り」） ：１つ前の入力状態に戻ります。

まちがって、「完了」を押した場合に有効です。

・Ｆ９（「ＹＥＳ」） ：登録の場合は、新しくデータを登録します。

更新の場合は、データを新しいものと置き換えます。

削除の場合は、データを抹消します。

参照の場合は、データは何も変化しません。

・Ｆ１１（「ＮＯ」） ：何も処理されません。

・Ｆ２（「次」） ：「ＹＥＳ」と同じ処理を行って、次のコードに進みます。

同じような内容のデータを登録するときに有効です。

● 各項目の詳細については、「マスター記入要領」を参照して下さい。

25/04/09
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4.1.3-1

４．１．３ リース・データの登録と請求方法

ガス漏れ警報機、マイコンメータなど毎月一定金額を得意先に請求する場合に、ここで登録します。

登録した項目は、毎月１回自動的に請求されます。残回数が０になった場合は、請求対象ではなくな

ります。

(1) リース・データの入力

(a) 画面

(b) 操作手順

① 得意先コードの入力／項目の入力

以前に登録されているリース・データがあればそれが画面に表示されます。

現在登録されている内容を変更するには、表示されている番号（Ｎの欄）を入力します。

追加する場合には、最終番号の次の番号を入力します。

８個まで指定できます。

商品コードを入力すると、品名が表示されます。

開始 ：リース開始の年月

残 ：残りの請求回数

済 ：既に請求した回数

請求額 ：１回に請求する金額

請 ：請求間隔

例えば４とすると、４カ月に１回請求する。

売上月を指定するときには、この欄は使用しないで下さい。

解 ：「解約マスター」で引っ越しコードを作成するときに、

旧コードに残すか新コードに移すか指定する。

25/04/09

ﾘｰｽﾃﾞｰﾀの登録と請求



4.1.3-2

1. 旧コードに残す。（警報器など）

（無指定も同じ）

2. 新コードに移す。（移動できるもの）

(05年02月02日追加）

備考 ：器具の型式など

Ｄ ：この欄にＤを入力すると項目の削除となる。

契約日 ：契約した日付

担当 ：契約した担当者

毎月の売上明細にもこの担当者コードが記録されます。

省略すると、売上明細には検針担当者のコードが入ります。

売上月 ：１２ヶ月のうち請求する月を限定することができます。

例えば、「1,2,3,10,11,12」を指定すると、

１月、２月、３月と１０月、１１月、１２月だけ売上が発生します。

区切り文字は、カンマ（、）で指定します。

請求サイクルと同時に指定はできません。

固 ：1.残回数、請求回数のカウントは更新しません。そのときの

カウントも備考欄に出力しません。

印 ：1.残回数の印字をしません。

設 ：1.設備使用料として請求します。

以上の内容について入力を行ってください。

Ｎの欄に０を入力すると、入力操作は終了し確認操作になります。

PF9 を押すとデータの登録／削除を行います。

PF11 を押すとその得意先に対して行った操作はキャンセルされます。

PF1 を押すと登録／削除の処理が続行できます。

②［設備使用料追加］をクリックすると、新たに、設備使用料明細が作られます。既定では、

０円の明細を作ります。

③［一覧表印刷］をクリックすると、印刷画面が開きます。

＜注意事項＞

① リース料は、商品コードで指定します。規定値（ＺＺ００３など）も用意しています。

商品マスタに登録したコードは自由に使用できます。

開始年月、期限年月の同一のものが何個かある場合は、合計金額を請求額とすると良いで

しょう。

② 残回数が０になっても項目は消滅しません。

③ 開始年月を当月からとした場合でも、１回目の請求は翌月からとなりますので注意して下さ

い。

④ リースの売上は、月次更新のときに、「翌月処理」として実行されます。

得意先の、状態コードが、Ａ以上になっているときには、売上明細は作られません。

(07.12.12 追記)

⑤設備使用料の商品コードは、「システム定数」で既定値を登録しておく必要があります。

25/04/09

ﾘｰｽﾃﾞｰﾀの登録と請求



4.1.4-1

４．１．４ 割賦データの登録と請求方法

売上伝票の入力で、売上区分を割賦とした場合は、このプログラムで割賦データとしての登録

をしなければなりません。ここで登録を行わないと、得意先への請求は行われないので注意が必

要です。

得意先への請求は、「月初め処理」を行ったときに請求明細が作成されることにより行われま

す。売上伝票を入力したときの明細は、請求書などに印字されませんが、この請求明細は印字さ

れます。

(1) 入力（＝登録）

(a) 画面

(b) 操作手順

① 得意先コードの入力

売上伝票を入力したときと同一の得意先コードを入力します。

② 項目の入力

以前に登録されている割賦データがあればそれが画面に表示されます。

Ｎの欄には、すでに登録されているデータの次の番号が表示されますから、新しく追加するの

であればそのまま Enter を押して下さい。

商品コードを入力すると、品名、備考（型式）が表示されます。開始年月、分割回数（１２

回まで）、月額を入力します。このとき、販売価格は売上伝票で入力したものと同じでなけれ

ばなりません。

Enter を押すと、画面の上段に表示され、次のデータの入力ができます。Ｎの欄に０を入

力すると、入力操作は終了し確認操作になります。

すでに登録されているデータを削除する場合は、Ｎの欄にその番号を入力します。カーソル

をＤの欄に移動し、Ｄを入力して下さい。

21/03/19

割賦ﾃﾞｰﾀの登録と請求



4.1.4-2

③ 確認

ＹＥＳ＝Ｆ９，ＮＯ＝Ｆ１１確認

Ｆ９ を押すとデータの登録／削除を行います。

Ｆ11 を押すとその得意先に対して行った操作はキャンセルされます。

Ｆ１ を押すと登録／削除の処理が続行できます。

＜注意事項＞

① 商品コードは、売り上げた商品と一致している必要はありません。

たとえば数品目を１つの割賦として登録してもかまいません。

② 開始年月として、当月以前を指定してはいけません。例えば、現在が２００２年１月のとき

に、開始を０２０１とすると、その月はすでに始まっていますから、１月分は請求されませ

ん。実際の請求は、０２年２月からということになります。ただ、最終の年月のチェックは

行っていませんから、請求回数が正しければ、全額が請求されます。

③ 月始めの処理で、当月の請求データが作成されます。残回数が０になるとその月末で消滅し

ます。

④ 割賦で売上げしてある合計金額と、この画面での請求額の合計は一致する必要があります。

(2) 割賦得意先の一覧表

割賦請求データを登録してある得意先の一覧表を出力します。

（画面省略）

21/03/19
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4.1.4-3

(3) 割賦データの取り消し

①以下の状態になっている割賦を取り消す。

を取り消したい。

21/03/19

割賦ﾃﾞｰﾀの登録と請求



4.1.4-4

ここの残高をなくします。

（内割賦分）は、未請求と請求済みの割賦合計です。

請求済みは、取り消しすることができません。

21/03/19

割賦ﾃﾞｰﾀの登録と請求



4.1.4-5

②割賦の残高を器具に割り当てる。

残高を器具に移動

◎この例では、すでに当月請求済みで、前月分も未入金です。

１ヶ月分だけは、未請求に残します。（割賦未請求の入金＝０ならば、残す

必要はありません。）

21/03/19

割賦ﾃﾞｰﾀの登録と請求



4.1.4-6

③割賦登録されている内容をすべて削除します。

Ｎの項目に、「１」を入力し、Ｄの欄に「Ｄ」を入力し、順次、２，３，，，，として、この

例では、６まで繰り返します。

21/03/19

割賦ﾃﾞｰﾀの登録と請求



4.1.5-1

４．１．５ 工事マスタメンテナンス

物件の工事情報に関する内容を登録します。

(a) 画面

(b) 操作方法

①登録、更新、削除、参照から機能を選びます。

最初に入力するときは，［登録］で行います。

②現場区分を選択します。

③黄色で見出しが書かれている箇所は、検索画面を使うことができます。

該当の相手先を、登録して下さい。

④その他の箇所は、任意に登録することができます。

⑤契約先担当名、工務店担当名は、コードではなく、担当者名をそのまま入力します。

⑥コメント欄は、任意の文言を記入して下さい。

21/03/19

工事マスター



4.1.6-1

４．１．６ アパート物件管理

アパート（集合住宅）物件の、大まかな構造と「家主」「管理会社」の関係を管理します。

(a) 画面

(b) 操作方法

①稟議番号を入力します。省略可能です。

②コードを入力します。

このコードは、「得意先マスタメンテナンス」で、「集合住宅」として登録しているものです。

③世帯数～容器で、物件の構造を入力します。

先に、「保安マスタ」で登録している場合は、「保安マスタから複写」でコピーすることが

できます。

④大家のコード、管理会社のコード

先に、「得意先マスタメンテナンス」で登録しておく必要があります。

⑤契約書の有無～保証金

任意の項目を入力します。制約はありません。

追加の情報登録は、「大家・管理会社追記情報登録」「契約マスタの登録／更新」

「簿価マスタの更新」で行えます。

25/04/15

アパート物件管理



4.1.7-1

４．１．７ 大家・管理会社追記情報登録

管理形態

１．アパートという物件が存在

その物件を所有している家主が存在。家主と契約。

その物件を管理している管理会社が存在。管理会社と契約。

＝＝＝＞これらは、「得意先マスタメンテナンス」で登録します。

２．個別住宅が存在。

その物件を所有している家主が存在。家主と契約。

３．個別住宅が存在。

所有者と入居者が同一。入居者と契約。

＝＝＝＞契約に関しては、「契約マスタ登録」

この登録を行わないと、「物件」、「大家」、「管理会社」の関連ができません。

設備の貸与がある

１．アパートに対しては、各部屋毎に登録するか、全体で登録するか判断し、

アパート全体に登録する場合は、アパート物件に登録します。

２．個別住宅は、その物件に登録します。

アパートであっても、個別の部屋に登録することは可能です。（住居者個人に貸与）

＝＝＝＞簿価マスタ登録

歳暮・中元などの進物がある

１．家主、管理会社、個人

それぞれの得意先コードで登録が可能です。

＝＝＝＞大家・管理会社追記情報登録
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4.1.7-2

(1) 得意先マスタでの登録

マスタの区別は、次の［業務］と［補助区分］で指定します。

①アパート 業務＝２ （配送の親と同じ）

（自社で配送しなければ、１でも良い）

補助区分＝３

②個人 業務＝１または３

③大家 業務＝０ （販売管理をするならば、１または３）

補助区分＝１

その他は、名称と、電話番号程度の登録で良いです。

④管理会社 業務＝０ （販売管理をするならば、１または３）

補助区分＝２

その他は、名称と、電話番号程度の登録で良いです。
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4.1.7-3

大家、管理会社に対しての、情報を追記します。

(a) 画面

(b) 操作方法

①得意先を選択します。

通常は、「大家さん」「管理会社」を指定しますが、制限を設けていないので、一般でも

使用することができます。

②進物日：歳暮や、中元を贈った日を記録するのに使用します。

③［歳暮］：商品を選択登録します。 （任意）

［中元］：商品を選択登録します。 （任意）

④特殊契約：任意の文言を記入します。

⑤次のそれぞれについて、取り決めを入力します。 （任意）

修理費用：

器具買換：

保安管理：

保証金 ：
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4.1.8-1

４．１．８ 契約マスタの登録／更新

物件の契約情報に関する内容を登録します。物件に対しては、

①個人契約

②家主契約

③管理契約

があります。個人契約は、戸建ての物件に使用します。集合であっても、その中の１物件だけ

を個人契約するような使い方も可能です。

家主契約は、集合住宅物件、貸家の、大家さんと結びます。

管理契約は、管理会社と結びます。家主契約と同時に結ぶこともあります。

(a) 画面

(b) 操作方法

①得意先を選択します。

これは、物件（検針などを行う）を指します。

②個人契約、家主契約、管理契約の任意の箇所に入力して下さい。

個人と家主の両方に入力することはありません。（入力は可能）

③特記事項欄は、任意の文言を記入して下さい。

④最後まで入力、または「End」キーを押すと、更新するか聞かれますので、応答して

下さい。
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4.1.9-1

４．１．９ 簿価マスタの更新

物件に契約している設備などの金額、契約期間を登録します。

１物件に、９９行まで登録することができます。

貸与設備を、設備ごとに管理したい場合は、「貸与設備情報 更新」プログラムも使用できます。

(a) 画面

(b) 操作方法

①得意先を選択します。

これは、物件（検針などを行う）を指します。

物件に対して、貸与している設備などの一覧が表示されます。

②表示されている番号を、ＮＯ欄に入力すれば、更新することができます。

新規に追加する場合は、使用してる番号の次の番号を、ＮＯ欄に入力して下さい。

内容 ：任意の文字列

取得年月 ：開始する年月（西暦）

取得価額 ：開始の金額

耐用年数 ：年は整数で、半年は０．５で入力します。

償却率 ：例えば１５年であると、0.0666 （任意）

経過月数 ：表示のみ

残存価額 ：最後に残る金額

③ＮＯに何も入力せずに、[印刷]を押すと、「残存簿価計算表」が印刷されます。

④ＮＯに「０」を入力すると、更新して良いか聞かれるので、応答して下さい。
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4.1.10-1

４．１．１０ 契約単価の登録

特定の商品について、特定の得意先に販売価格を設定するときに使用します。このプログラムで、

登録しておくと、売上伝票の入力時に、その単価が適用されるので、過去の取引をいちいち参照しな

くて済むので便利です。

(1) 入力（＝登録）

(a) 画面

(

b) 操作手順

① 得意先コードの入力

登録したい得意先コードを入力します。［検索］でもさがせます。

② 項目の入力

以前に登録されている単価データがあればそれが画面に表示されます。

１０種類まで登録できますから、上位の段から順に、商品コードと契約単価を入力して下さ

い。

商品コードに、何も入力しないで、[Enter]を押すと、確認操作になります。

項目を削除するには、商品コードを空欄（スペース）にします。

開始日を入力しておくと、いつからその単価を適用していたのかがわかります。

③ 確認操作

Yesとすることにより、マスタが更新されます。
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4.1.10-2

(2) 契約単価の一覧表

「契約単価メンテナンス」で登録した内容を、確認のために印刷することができます。

(a) 画面

(a) 操作手順

① 任意の範囲を指定して下さい。省略すると、その項目は全部の範囲が指定されたものとみな

します。

「印刷する」のオプションは、チェックを消すと、印刷なしでテキストデータのみ作成しま

す。
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4.1.11-1

４．１．１１ ガス料金番号個別変更

得意先個別に、現在の料金番号を表示して、書き換えることにができます。

(a) 画面

(b) 操作方法

①入力担当を入力して下さい。必須です。

②検針担当を入力して下さい。必須です。

③料金番号を入力して下さい。料金番号を特定しないのならば、［全料金］をクリックします。

④現在の料金番号が表示されます。

変更したければ、［新料金］に新しい料金番号を入力します。

［料金固定］に、年月が表示されている場合は、該当年月までは料金の変更を行わない

約束であることを示しています。

⑤「↑」「↓」キーで画面のスクロールが行えます。

⑥［確定更新(F10)］を押すと、データの更新が行われます。
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4.1.12-1

４．１．１２ 得意先マスターの一括修正ＯＲ

得意先マスタの項目には、例えば担当者コードのように、多くの得意先に適用されている内容があ

ります。これを変更するのに、いちいち画面に向かって手入力することは煩わしいです。それを、一

律に処理するのがこのプログラムです。

(1) 入力（＝登録）

(a) 画面

(b) 操作手順

① 担当者

必須入力としている場合は、必ず入力して下さい。

② 得意先範囲の入力

変更したい得意先コードの範囲を指定します。省略すると全部の得意先が指定されたものと

みなします。

③ 項目の入力

「何々を何々に変更する」という指定の仕方です。例えば、

検針日が、５日なっているものを１０日に、

担当者が０００２になっているものを、０１２３に

としたい場合には、次のようにします。

Y 検針日 5 ---> 10

Y 検針担当 0002 ---> 0123
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4.1.12-2

④ 確認操作

指定された範囲にある得意先の件数が表示されます。

Yesにすると、データの更新を開始します。

印刷するを指定しておくと、更新された内容が、C:\LPG\MSMCONVC.TXT に出力されます。
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4.1.13-1

４．１．１３ 得意先マスタ一括変更ＡＮＤ

得意先マスタの項目には、例えば担当者コードのように、多くの得意先に適用されている内容があ

ります。これを変更するのに、いちいち画面に向かって手入力することは煩わしいです。それを、一

律に処理するのがこのプログラムです。

もう１つの、「ＯＲ］との違いは、複数箇所の組み合わせで更新できることです。

〈ａ〉画面

〈ｂ〉操作方法

① 担当者

必須入力としている場合は、必ず入力して下さい。

② 得意先範囲の入力

変更したい得意先コードの範囲を指定します。省略すると全部の得意先が指定されたものと

みなします。

③ 項目の入力

「何々を何々に変更する」という指定の仕方です。例えば、

検針日が、５日なっているもののうち、

担当者が０００２になっているものを、０１２３に

としたい場合には、次のようにします。

Y 検針日 5 ---> 5 同じ内容なので、更新しない

Y 検針担当 0002 ---> 0123 ここだけ更新する

④ 確認操作
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4.1.13-2

指定された範囲にある得意先の件数が表示されます。

Yesにすると、データの更新を開始します。

印刷するを指定しておくと、更新された内容が、C:\LPG\MSMCONVA.TXT に出力されます。
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4.1.14-1

４．１．１４ ガス料金を計算式で作成

ガス料金を計算するための元になる、料金の計算式を登録します。

(a) 画面

(b) 操作方法

①担当者

必須入力としている場合は、必ず入力して下さい。

②登録、更新、削除、参照から機能を選びます。

③料金番号、４桁の数字です。

④適用年月は、ＹＹＭＭで、この料金表の適用開始年月をメモとして入力します。

省略可能です。

⑤名称は、この料金表のメモとして入力します。省略可能です。

⑥その他の項目は、「マスタ記入要領」を参考に登録して下さい。

(c) その他

①「料金表別得意先一覧」で、料金番号と、それを適用している得意先一覧が作れます。

②「ガス料金計算式印刷」で、料金計算式の一覧が作れます。

③「ガス料金問合せ」で、実際に計算して試すことができます。
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4.1.14-2

④「料金番号とお知らせ文の設定」で、検針時にお客に渡すお知らせを、料金番号ごとに

一括設定することができます。

⑤「料金表印刷」で、Ａ４サイズの、「料金表」を印刷することができます。
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4.1.15-1

４．１．１５ 料金番号とお知らせ文の設定

ハンディや、検針伝票に、料金番号に従った「お知らせ文」を印字したいときに、役立ちます。

ここで登録した料金番号とお知らせ文の関係は、削除するまで有効です。

(a) 画面

(b) 操作方法

①範囲の指定を行います。

②料金番号が表示されるので、それに適用するお知らせコードを、下の段に入力します。

たくさんあるときは、「次頁」「前頁」でスクロールさせて下さい。

③「お知らせ番号の初期化」を実行すると、登録内容がすべて消去されます。

設定すると、次回の

・検針ハンディ

・検針伝票

で、そのお知らせ文が印刷されます。
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4.1.15-2

使用後は、初期化しておく必要があります。

これを行わないと、次回も同じお知らせ文が印刷されます。

登録画面で個別に初期化してもよいですが、次のプログラムで一括処理が行えます。

(b) 操作手順

①料金表の初期化を選ぶと、料金表に設定されたお知らせ番号をすべて初期化（空欄）

にします。

②得意先の初期化を選ぶと、得意先マスタに設定されたお知らせ番号をすべて初期化（空欄）

にします。（これは、得意先マスタメンテナンスで個別に登録したものです）
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4.1.16-1

４．１．１６ 仕入先マスタメンテナンス

仕入先の名称に関する内容を登録します。

(a) 画面

(b) 操作方法

①登録、更新、削除、参照から機能を選びます。

最初に入力するときは，［登録］で行います。

②仕入先コードは、１０桁で指定します。

基本データは、得意先マスタと同じデータベースを使用するので、得意先コードと重複

しないようにして下さい。

③業務は、「９」を入力します。

④請求書は、相手から来る請求日を入力します。

不要な場合は、「３．月次更新」 を入力して下さい。
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4.1.17-1

４．１．１７ システム定数

「ＬＰＧ販売管理システム」を動作させるために、最初に基本設定を行います。むやみに変更して

はいけないので、パスワードでチェックを行っています。パスワードは、サポート担当者に問い合わ

せて下さい。（詳細は、「マスタ記入要領」を参照してください）

(a) 画面

(b) 操作手順

① パスワードを入力して、１～１２より変更する項目を選択、任意の項目を変更します。

項目の説明は、「マスタ記入要領」を参照して下さい。

② 確認操作

「Yes」にすると、データの更新を開始します。
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4.1.18-1

４．１．１８ 社名・営業所マスタメンテナンス

検針伝票や、請求書に印字する、会社名、営業所名の登録を行います。

コード番号は、得意先コードの先頭２文字と連動しています。例えば、０１ｘｘｘｘｘのような

得意先コードがあるときは、

０１ ○○○○○○会社

のような登録が必要です。

各項目の詳細は、「マスター記入要領」説明書を参照して下さい。」

(a) 画面

(b) 操作方法

①登録、更新、削除、参照から機能を選びます。

1.登録：新規に会社または営業所の登録を行います。

2.更新：すでに登録されている会社または営業所のコードを更新します。

3.削除：すでに登録されている会社または営業所のコードを削除します。

（削除すると、元に戻すことはできません）

4.参照：登録内容の確認に使用します。

登録以外は、現在の内容がリスト表示されるので、その中から選びます。

②登録

コードを入力して、必要項目の登録を行います。既登録のコードはエラーになります。

全ての項目を入力するか、「Ｅｎｄ」で更新の確認が行われます。

③更新

コードを入力して、現在の内容が表示されたら、必要な箇所を入力します。

全ての項目を入力するか、「Ｅｎｄ」で更新の確認が行われます。
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4.1.18-2

④削除

コードを入力すると、既登録の内容が表示されます。

削除してよいかどうかの確認が行われます。「Ｙｅｓ」とすると、実際にデータが書挙されま

す。

⑤参照

コードを入力すると、既登録の内容が表示されます。

⑥確認の応答で、再度コードの入力に戻ります。

⑦［一覧表印刷］を実行すると、すべての会社／営業所マスタを印刷する別画面が表示されます。

25/04/15

社名・営業所マスタメンテナンス



4.1.19-1

４．１．１９ 担当者マスターメンテナンス

全社員のコードづけと、名前を登録します。

この番号がないと、伝票の入力などが行えません。

(a) 画面

(b) 操作方法

①登録、更新、削除、参照から機能を選びます。

登録以外は、現在の内容がリスト表示されるので、その中から選びます。

②担当者の名前や電話番号などを入力します。

③担当業務

これを登録しておかないと、検針ハンディの作成などが行えない場合があります。

④資格情報

資格の種類（１桁の英数字）と、いつ取得したが登録できます。

種類は、「名称マスタ」で作成します。

⑤メールアドレス

担当者の連絡先メールアドレスを登録します。

別途設定するメール送信ソフトウェアで使用することができます。

⑥移動情報／作業範囲営業所

任意入力です。
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4.1.20-1

４．１．２０ 商品マスタメンテナンス

商品コードと、商品名の登録を行います。

売上伝票で商品を売上するときに必要です。

(a) 画面

(b) 操作方法

①登録、更新、削除、参照から機能を選びます。

登録以外は、現在の内容がリスト表示されるので、その中から選びます。

②商品コードは、８桁です。

ｘｘｙｙｙｚｚｚ

ｘｘ ：大分類のコード（メーカー名、器具大分類）

ｙｙｙ：中分類のコード（器具名称）

ｚｚｚ：小分類のコード（器具の型式）

ｘｘｙｙｙの５桁あれば、器具名称での売上が行えます。型式は、売上伝票入力時に

同時に入力することができます。

③その他の項目は、「マスタ記入要領」を参考に登録して下さい。

商品ﾏｽﾀｰﾒﾝﾃﾅﾝｽ



4.1.21-1

４．１．２１ 銀行名マスタメンテナンス

自振で使用する銀行名、請求書などの振込先に印字する銀行名などの登録を行います。

(a) 画面

(b) 操作方法

①登録、更新、削除、参照から機能を選びます。

登録以外は、現在の内容がリスト表示されるので、その中から選びます。

②銀行番号は、４桁です。

ファイナンスなど、銀行以外の金融機関は、３桁です。

③自振に使用するコードであるときは、［自振対象］を「１」にして下さい。

クレジットに使用するコードであるときは、［自振対象］を［２］にして下さい。

④［更新 管理者用］をクリックすると、振替日などがメンテナンスできます。

自振処理をやり直したいときに使用することができます。

（サポート担当に確認して下さい）
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銀行名マスタ



4.1.22-1

４．１．２２ 名称マスタメンテナンス

様々な箇所で使用する、「コード」と「名称」の連携を登録します。

(a) 画面

［分類選択］

［種類選択］

25/04/15

名称マスター



4.1.22-2

［コード指定］

(b) 操作方法

①登録、更新、削除、参照から機能を選びます。

②分類選択－－＞種類選択－－＞コード指定

実際のデータを入力します。

コードの桁数、入力項目は、名称の種類によって、多少異なります。

③「参照画面」で、登録済みの一覧を見ることができます。

「名称マスターリスト」で一覧表を作ることもできます。
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名称マスター



4.1.23-1

４．１．２３ お知らせ文マスタメンテナンス

検針伝票などに印字する、お知らせ文の登録を行います。

(a) 画面

(b) 操作方法

①登録、更新、削除、参照から機能を選びます。

登録以外は、現在の内容がリスト表示されるので、その中から選びます。

②コードは、４桁です。

文書は、全角で６０文字入ります。

③その他の項目は、「マスタ記入要領」を参考に登録して下さい。

④［適用］項目は、どの機能で使用するお知らせ文かを、指定します。

例えば、「全部」とするとすべての機能で使用します。

「検針」とすると、検針ハンディに送信されます。

⑤［一覧表印刷］を実行する、別プログラムで、お知らせ文の一覧が印刷できます。
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お知らせ文



4.1.24-1

４．１．２４ 保安業務委託連絡先登録

保安台帳などで使用する、保安業務の委託先を登録するために使用します。

(a) 画面

(b) 操作方法

①実行すると、現在登録されている内容が表示されます。

②追加する場合は、コードに２桁で任意の番号を入力して下さい。

その委託先（会社、保安センターなど）の名称や住所などを登録し、委託している項目を

０１から１１の箇所に「１」で入力します。

③更新する場合は、既存のコードを入力して任意の箇所をメンテナンスして下さい。

④［一覧表印刷］を実行すると、登録内容の一覧表を印刷します。
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保安業務委託連絡先登録



4.1.25-1

４．１．２５ 型式メンテナンス

保安設備の入力などで使用する、設備器具の型式を登録します。この機能で、名称を作成

しておくと設備の更新の際に薬に立ちます。

(a) 画面

(b) 操作方法

①設備種類

表示されている、設備コードを入力します。

これにより、入力できる項目が変わります。

②メーカーコード

画面右側に表示されるメーカーコードから選択します。

③型式～スパン

機器により内容を選んで入力します。

④［一覧表印刷］を実行すると、登録内容の一覧表を印刷します。

25/04/15

型式メンテナンス



4.1.26-1

４．１．２６ ＣＰ連動用金額ＴＢＬメンテ

ＣＰ連動用の料金テーブルをメンテナンス

(a) 画面

(b) 操作方法

①入力担当を入力して下さい。必須です。

②パスワードを入力します。必須です。

③［更新］をクリックすると、左側列の内容を変更することができます。

「換算値」「コスト」「立方換算」は、任意に変更できます。

④［処理年月＋１］をクリックすると、左側列に、処理年月＋１を追加します。

すでに同じ内容が記入されている場合は、追加できません。

⑤［END]キーで、更新の確認を行います。実行して良ければ、「YES」として下さい。
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ＣＰ連動用金額ＴＢＬメンテ



4.1.27-1

４．１．２７ ガス料金番号個別変更

料金計算式内の「単価」を一括して更新します。

更新前後の内容を必ず確認して運用して下さい。

(a) 画面

(b) 操作方法

①料金範囲

変更したい料金の番号を範囲指定します。指定は必須です。

②単価をＵＰ（値上げ）するばあいは、「１」」を、

ＤＯＷＮ（値下げ）する場合は、「２」を入力します。

③変動単価を、２桁の数字で入力します。指定は必須です。

④機能

1.基本料金＝０円の料金表も更新します。

2.基本料金＝０円の料金表は更新しません。
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ガス料金番号個別変更



4.1.27-2

検索が完了すると、次のように表示されます。

実行してよければ、「Yes」を選択します。

結果は印刷されます。
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ガス料金番号個別変更



4.1.28-1

４．１．２８ 担当者パスワードメンテナンス

システム全体のパスワードと、担当者ごとのパスワードを更新します。

(a) 画面

(b) 操作方法

①システムパスワードを入力します。

合致しないと、以下は更新できません。

②機能を指定します。

0.担当者のパスワードを更新します。

1.システムのパスワードを更新します。

③システムのパスワードの場合は、次を入力します。

上下に同じ内容を入力して下さい。

④担当者の場合は、担当者一覧が表示されるので、変更したい担当ｺｰﾄﾞを指定（クリック）

します。

新PASS、確認の両方に同じパスワードを入力して下さい。
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型式メンテナンス



4.1.28-2

更新すると、次回からは、パスワードを求められたときに、それを入力しなければなりません。

内容は、画面では確認できないので、更新時には、メモを取って管理して下さい。
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型式メンテナンス



4.1.29-1

４．１．２９ 年間休日メンテナンス

土曜、日曜以外の休日、会社で決めた休日をメンテナンスします。

(a) 画面

(b) 操作方法

①対象年

入力したときに、未登録ならば、既定値が登録されます。

②休日登録

月日で、日付を入力し、何の日なのかをコメント入力します。

追加：新しく休日を入力

削除：すでに登録されている休日を削除

更新：すでに登録されている休日のコメントを更新
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型式メンテナンス


